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世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

は
6
日
、
漢
方
を
含
む
伝
統

医
学
を
2
0
1
5
年
に
改
訂

予
定
の
国
際
疾
病
分
類
（
31

頁
キ
ー
ワ
ー
ド
参
照
）
の
第

11
版
（
Ｉ
Ｃ
Ｄ
│

11
）
に
組
み

込
む
と
発
表
し
た
。
具
体
的

に
は
、
日
本
、
中
国
、
韓
国

に
お
け
る
鍼
灸
、
生
薬
の
治

療
に
つ
い
て
、
診
断
と
医
療

行
為
の
標
準
用
語
・
標
準
分

類
を
作
成
す
る
。

　

今
月
7
〜
10
日
に
都
内
で

Ｗ
Ｈ
Ｏ
伝
統
医
療
国
際
分
類

会
議
が
開
催
さ
れ
る
の
に
合

わ
せ
、
6
日
に
会
見
が
開
か

れ
た
。

西
洋
医
学
と
同
様
に 

伝
統
医
学
を
情
報
収
集

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
を
代
表
し
て
、
会

見
に
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
た
マ
リ
ー
・
ポ
ー
ル
・

キ
ニ
ー
事
務
局
長
補
は
、
08

年
11
月
に
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・

チ
ャ
ン
事
務
局
長
が
Ｗ
Ｈ
Ｏ

会
議
の
場
で
、「
伝
統
医
学

と
西
洋
医
学
は
対
立
す
る
も

の
で
は
な
い
。
相
互
に
補
完

す
る
も
の
で
あ
る
」
と
発
言

し
た
こ
と
を
紹
介
。

　

そ
の
上
で
「
西
洋
医
学
は
、

死
亡
、
疾
病
、
障
害
、
リ
ス

ク
要
因
、
結
果
な
ど
を
集
計

す
る
た
め
の
分
類
と
用
語
の

ツ
ー
ル
が
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
あ
る
が
、

伝
統
医
学
に
は
そ
う
し
た
世

界
標
準
が
な
い
。
そ
の
た
め

に
臨
床
家
、
研
究
者
、
政
策

立
案
者
ら
が
伝
統
医
学
の
必

要
性
、
利
用
率
、
安
全
性
、

有
効
性
、
費
用
な
ど
を
管
理

で
き
な
い
」
と
指
摘
。「
今

回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、

西
洋
医
学
と
同
様
の
方
法
で

伝
統
医
学
の
情
報
を
収
集
で

き
る
よ
う
に
な
る
」
と
意
義

を
強
調
し
た
。

診
断
名
と
「
証
」
を
入
力

　

ま
た
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

調
整
と
総
合
管
理
を
担
う
諮

問
グ
ル
ー
プ
の
共
同
議
長
を

務
め
る
渡
辺
賢
治
氏
（
慶
大

漢
方
医
学
セ
ン
タ
ー
長
）
は
、

伝
統
医
学
の
分
類
方
法
に
つ

い
て
「
診
断
名
と
『
証
』
の

ダ
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
す

る
」
と
説
明
。
そ
の
一
例
と

し
て
、「
肺
癌
の
場
合
、
初
期
、

中
期
で
症
状
は
変
わ
る
。
そ

こ
で
、
診
断
名
に
『
証
』
を

加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
疾
患

の
進
行
度
を
補
い
た
い
」
と

の
考
え
を
示
し
た
。

　

さ
ら
に
「
ま
ず
は
日
本
、

中
国
、
韓
国
の
伝
統
医
学
を

Ｉ
Ｃ
Ｄ
│

11
に
組
み
込
み
、

そ
の
他
の
伝
統
医
学
は
将
来

的
に
導
入
す
る
予
定
だ
」
と

の
見
通
し
を
述
べ
た
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
と
、
伝
統

医
学
は
西
太
平
洋
、
東
南
ア

ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米

を
中
心
に
世
界
の
多
く
の
人

に
医
療
行
為
と
し
て
利
用
さ

れ
、
欧
州
や
米
国
で
も
利
用

が
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、

実
態
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

そ
の
た
め
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
伝
統
医
学
の
安
全

性
、
有
効
性
を
科
学
的
に
評

価
す
る
た
め
の
基
盤
形
成
に

向
け
た
有
用
な
一
歩
と
位
置

づ
け
る
。

漢
方
の
使
用
実
態
が 

明
ら
か
に

　

現
在
日
本
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｄ
│

10
に
準
拠
し
た
「
疾
病
、
傷

害
及
び
死
因
分
類
」
が
作
成

さ
れ
て
お
り
、
統
計
法
に
基

づ
く
統
計
調
査
に
使
用
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
医
療
機
関
の

診
療
録
の
管
理
等
に
活
用
。

さ
ら
に
Ｄ
Ｐ
Ｃ
に
お
け
る
分

類
作
成
上
の
病
名
相
当
部
分

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

漢
方
製
剤
の
製
造
・
販
売

業
者
な
ど
で
つ
く
る
日
本
漢

方
生
薬
製
剤
協
会
は
昨
年
、

「
漢
方
を
日
常
診
療
に
取
り

入
れ
て
い
る
医
師
は
83
・
5

％
」
と
の
調
査
結
果
を
発
表

し
た
が
、
こ
れ
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
、
漢
方
の
使
用
実
態

に
関
す
る
公
的
な
調
査
は
日

本
に
は
な
い
。

　

そ
の
た
め
Ｉ
Ｃ
Ｄ
│

11
に

伝
統
医
学
が
導
入
さ
れ
る
こ

と
の
日
本
の
医
療
現
場
へ
の

影
響
に
つ
い
て
渡
辺
氏
は
、

「
漢
方
薬
の
使
い
分
け
な
ど

の
実
態
が
統
計
と
し
て
明
ら

か
に
な
り
、
教
育
や
臨
床
研

究
の
基
礎
資
料
と
な
る
」
と

強
い
期
待
を
示
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｄ
│

11
に
漢
方
医
学
を
導
入
へ

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
東
京
で
会
見

共同議長を務める渡辺氏（左から 3番目）


